
南海トラフ巨大地震発生を想定した総合啓開連携訓練を開催

～岡山港一帯を対象とした

関係機関の連携や情報収集・提供の手順を確認します～

【開催日時】 

令和５年１１月１６日（木）１３：３０ ～ １６：００(予定) 

【開催場所】 

第一セントラルビル1号館 9階大ホール 

（岡山県岡山市北区本町６－３０）  

【訓練内容】 

南海トラフ巨大地震による地震・津波を想定し、瀬戸内海側の「岡山港一帯」を訓練対

象地域として、災害時における各機関の連携や情報収集・提供の手順を図上訓練にて確認

します。今回は、訓練のＤＸ化の取組として、電子機器を活用した情報共有も行います。 

訓練を通じて関係機関で共有を図った内容を今後の災害対応に活用します。（詳細な

訓練内容は、別紙①「連携訓練の内容」のとおり）  

【参加機関】 

中国地方の防災に関する連絡会【構成機関５３機関】（詳細は別紙②「中国地方の防

災に関する連絡会の概要」のとおり）  

〈取材対応〉 別紙③「取材について」を参照 

令和５年１１月１０日 記者発表資料

お知らせ 

■同時発表先：合同庁舎記者クラブ、鳥取県政記者会、島根県政記者会、岡山県政記者

クラブ、広島県政記者クラブ、山口県政記者会、山口県政記者クラブ、山口県政滝町記者

クラブ、中国地方建設記者クラブ 

南海トラフ巨大地震は、概ね１００～１５０年間隔で繰り返し発生してきた大規模地震で

す。前回の地震から７０年以上経過した現在では、次の南海トラフ巨大地震の切迫性が高ま

ってきており、中国地方においても大きな被害の発生が予想されます。 

このような大規模な自然災害に対する備えとして、今回、中国地方の防災関係機関が多数参

加し、南海トラフ巨大地震を想定した災害時における各機関の連携や情報収集・提供の手順を確

認し、関係機関の連携協力の強化を図ることを目的に総合啓開連携訓練を開催します。 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省  中国地方整備局  統括防災官室  災害対策マネジメント室 

０８２－２２１－９２３１（代表） 

【担当】 
かげやま ひろたか 

総括防災調整官 景山 浩孝 
ふくなが たかとし 

災害対策マネジメント室長 福永 孝敏 

（内線２１１９） 

（内線２１８１） 



救助救出
グループ 

南海トラフ巨大地震を想定した、災害時における
各機関の連携や情報収集・提供の手順を図上訓練
にて確認。 

緊急物資
輸送 

グループ 

啓開手順や災害対応に必要な啓開情報、要望
する啓開箇所の啓開時期等について確認 

▲訓練イメージ 

連携訓練の内容 別紙①

総合啓開に係る図上訓練

連携

道路啓開
グループ 連携

緊急排水
グループ

航路啓開 
グループ 

連携

情報収集・提供、連携

総合啓開と各局面の
対応に係る連携確認

ライフライン
復旧（電力）

グループ 

ライフライン
復旧（通信）

グループ 

■令和５年度の訓練の主なポイント
①総合啓開に係る図上訓練（緊急排水・道路啓開

・航路啓開の具体的な啓開ルート、啓開手順等
の確認） 

【図上訓練で確認する訓練ステップの設定】 
・訓練ステップ①：発災直後から津波最大波到達時まで 
・訓練ステップ②：津波最大波到達後から津波警報解除 

（発災２４時間後）まで 
・訓練ステップ③：津波警報解除後から総合啓開完了 

（発災７２時間後）まで 
・訓練ステップ④：総合啓開完了後 

医療 
グループ 

広域避難
グループ 

燃料油確保 

グループ 
ライフライン
復旧（ガス）

グループ 



訓練プログラム 

連携訓練の内容 



 

連携訓練の内容 

訓練におけるＤＸの取組 

今年度の総合啓開連携訓練では、訓練におけるDXへの取り組みとして、各機関の連携や情報収集・提供の手順確認を 

「Jamboard（google）」を使用、デジタル技術を活用した「WEB参加者への情報共有の高度化」、「訓練内容の視認性向上」

を図る。 

地図を用いた道路啓開
手順の説明 
（R4年度） 

WEB参加機関による
航路啓開手順の説明 

（R4年度） 

訓練の全景（R4年度） 

Jamboardの使用画面(大判図面上の書き込みを共有)

総合

啓開

③

①

②

救助

要請

関係機関とのデジタル共有 

WEB上での図上訓練情報共有のイメージ 



緊急輸送
専門部会 

南海トラフ巨大地震対
策計画 専門部会 

平成30年7
月豪雨課題
検討  専門
部会 

 

別紙②

○東⽇本⼤震災を契機に、平成２４年３⽉、防災業務に係わる４９機関（国、⾃治体、交通事業者、通信事業者・電

⼒・エネルギー事業者等）により構成される｢中国地⽅の防災に関する連絡会｣を設置。 

 (令和４年2⽉時点︓構成機関は５３機関) 

中国地方の防災に関する連絡会の概要 



 

 
◯取材について 

取材については以下のとおりとします。 

 
１）訓練は全て公開で実施します。訓練開始中の撮影は可能です。ただし、訓練の妨げにならな

いよう、担当者の指示に従ってください。                                                                          

２）会場に駐車場は併設されておりませんので、周辺のコインパーキングをご利用いただけます

ようお願いいたします。                                                                          

３）訓練の当日、防災体制をとる必要が生じた場合は、訓練を中止する場合があります。 

４）取材を希望される方は、令和４年１１月１５日（水）１２時までに別紙④「取材申込書」を中国地

方整備局災害対策マネジメント室宛に提出して下さい。 

 

感染症対策として以下に留意して下さい。 

・発熱など風邪のような症状がある場合には、参加を控えて頂きますようお願いいたします。 

別紙③ 



 

〈申し込み先〉 
中国地方整備局  災害対策マネジメント室  宛 
（mail：bousai@cgr.mlit.go.jp） 
（FAX：０８２－２２７－２６５１） 

 

〈申し込み締切〉 
令和5年11月15日（水）１２時まで 

 

取材申込書 
 

●取材については、事前の申し込みをお願いします。 
 

 
 

報道機関名 

 

取材者  役職・氏名（全員の役職・氏名を記載願います） 

役職 氏名 

①（代表者） 
 

② 
 

③ 
 

連絡先（代表者の連絡先（携帯電話等）） 

 

 

別紙④ 


